
波動・熱力学

・定常波：同じ周期、振幅、波長で互いに逆向きに進む波の重ね合わせ。

・波路長（光学的距離）： nlL  （ :l 幾何学的長さ）

・分散：物質の屈折率が光の振動数によって異なる現象←波長が短い程大きい

・散乱：気体分子や液体中の微粒子などの当たった光が様々な方向へ広がっていく現象
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・ホイヘンスの原理

反射波面 入射波面

・断熱変化：
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